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ある朝、新聞を開くと「東京都立青鳥特別支援学

校が、夏の高校野球の東京都予選に初出場し０-66

で敗退」という記事に目が釘付けになりました。特別

支援学校が高校野球の公式戦に出場したことは、高

校野球の歴史において初めての出来事であり、とても

大きな出来事です。 

一人の野球好きな男子生徒が、中学校の特別支

援学級に在籍していました。彼は、野球部への入部を

希望しましたが、周囲から「危ない」と心配され、入部

を断念しました。しかし、青鳥特別支援学校に入学し

た彼は、一人の先生と出会い、野球ができることとな

りました。その先生は、彼の「野球をしたい」「公式戦

に出場したい」という熱い思いに応えるために野球部

を発足し、彼の思いに寄り添い、共に課題を一つ一つ

解決していきました。硬式球の使用は常に危険と隣り

合わせ。そして、複雑なルールの理解や各場面での即

時の判断も求められます。その先生は何度も何度も

指導に工夫を凝らし、粘り強く指導を続けられたそう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

です。こうした指導の下、彼は、自らの課題と向き合い、

バットを振り、ボールを追い続け、公式戦出場という夢

を叶えることができました。 

話は変わりますが、先日、幼児教育施設を訪問して

きました。そこでの研修会で、「一人一人の子ども達

には個々の課題があり、子ども達が自らの課題を認

識し、自らの力で解決していくことが大切。指導者は

その解決過程における寄り添い方、支援の在り方を

考えることが大切」といった言葉と出会いました。私

達教員は、多くの子ども達と接します。子ども達には

一人一人違った背景があり、違った課題があります。

青鳥特別支援学校の先生の支援や研修での言葉か

ら、子ども達の個々の課題を共に解決し、一人一人の

子ども達が成長する指導を行うことが私たち教員の

仕事であると、改めて感じました。 

現在の青鳥特別支援学校の彼は、ひとつの夢を叶

えたことで自信がつき、次の夢に向かって歩み始めて

いるそうです。       

「きせつまん ２ごう」 

小学校（小矢部市） 

「０対 66からの自信」   

」 

 

富山県教育委員会 

教育参事・教育みらい室小中学校課長 山尾 佳充 
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         立山町の小学校 

１ はじめに    

本校の自閉症・情緒障害特別支援学級には、注意や集中を持続し、安定して学

習に取り組むことが難しい児童がいる。また、自信がもてないことや好きではな

いと感じたことには、最後まで取り組むことができないことが多い。一方、体を

動かすことやゲーム性のある活動には意欲的に取り組むことができる。そこで、

自立活動「心と体をきたえよう」では、様々な運動を通して、気持ちをコントロ

ールしたり、ルールを守って友達と関わりながら活動を楽しんだりする力を身に

付けることをねらいとして活動した。その中でも「ボウリングに挑戦しよう」に

取り組んだ実践を紹介する。 

 

２ 取組の実際 

⑴  課題をもって取り組むための「ミッション」の設定や目当ての例の掲示 

心と体についてそれぞれ「ミッション」（児童同士が協力して達成する目標）を設定した。達成するごとにポイン

トが貯まり、10ポイント達成したら校外学習でボウリング場に行くことを目標に活動を始めた。心のミッションで

は、「最後まで活動する」から始め、「友達のよいところを言ったりアドバイスしたりする」ことへと、ステップアッ

プしてきた。体のミッションでは、「二人で100ピン倒す」や「一人がスペアをとる」から「ストライクをみんなで

5回とる」へと段階を踏んで達成していった。 

心と体のミッションカードは、それぞれ数枚準備して裏返しておき、学習の始めに児童が１枚ずつ引く。カード

の内容は前時の児童の取組の様子を基に毎時間教師が設定し、どのカードを引いても本時のねらいに近付く内容に

した。児童が自らカードを引くことで、取り組む活動を自分で選択したとい

う気持ちをもち、意欲的に活動に参加することができた。 

ミッションとは別に、一人一人の目当てを毎時間設定した。自分で目当て

を立てることが難しい児童がいるため、目当ての例を提示し、自分に合った

内容を選択できるようにした。児童は、前時までの目当てとその結果を振り

返り、本時の目当てを選択していた。 

これらの取組を繰り返すことによって学習の流れに見通しをもつことが

でき、ミッションや目当てを達成しようと互いに声をかけたり、アドバイス

し合ったりして活動に取り組む姿が見られるようになった。 

 

 ⑵  達成度が分かる視覚的支援 

ミッションを達成し、活動のゴールに向かっていく様子が視覚的に捉えられ

るようにピラミッド型の達成表を教室に掲示した。ポイントを取るごとに日付

とシール、達成することができたミッションを表に記入していった。達成した

ことを位置付け、蓄積していくことにより、自己の成長を実感することができ、

活動を最後までやり遂げようとする意欲や、ルールを守り、友達と助け合って

活動しようとする粘り強さにつながった。 

 

 ⑶ ＩＣＴを活用したゲーム形式での活動 

児童は、ＩＣＴ機器の操作を得意としている。１人１台端末を使用し、スコ

アを入力したり、ストライクやスペアをとったときに効果音を鳴らしたりする

など、自分ができることを見付け、自分やみんなが楽しめるよう工夫して活動 

することができた。 

 

３ 終わりに 

学習を始めたころは、うまくいかないことへの苛立ちを行動に表していたが、ミッションやめあてを意識して取り組

み、それらを達成する経験を段階的に積み重ねる中で、次第に自分の気持ちに折り合いをつけようとする姿や、自分や

友達の倒したピンを進んで直す姿も見られるようになった。校外学習当日は、児童はとても生き生きとした表情でボウ

リングを楽しんでいた。ボウリングの技術も上達し、ストライクやスペアをとることができ、満足した様子だった。本

学習に取り組むことによって、児童は、自分ができるようになったことを自覚し、喜びを感じることができた。今後も

児童の実態に応じたねらいと興味・関心を生かした活動を設定し、児童それぞれの困難さにアプローチできるように取

り組んでいきたい。 

自閉症・情緒障害特別支援学級における自立活動 

～心と体をきたえよう「ボウリングに挑戦しよう」の活動を通して～ 

【心と体のミッション達成表（イメージ図）】 

【使用した道具】 

【一人一人の目当ての例】 
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高岡市の中学校  

１ はじめに 
本校の 1学年は素直な生徒が多く、学級での活動や学校行事等に積極的に取り組んでいる。一

方で、友達や家庭についての悩みや不安を抱え、保健室を訪れて心の不調を訴える生徒もいる。

教職員間で情報共有したところ、休み時間等に相手の気持ちを考えない言葉や強い口調で話した

り、友達とトラブルになると暴言や暴力が出たりする様子があると分かった。このような生徒が

よりよい人間関係を形成するための支援の在り方について、学級担任と養護教諭等が連携した学

級活動の通常の学級での授業実践を紹介する。 

 

２ 取組の実際 

⑴ よりよい人間関係を形成するための「ソーシャルスキルトレーニング」 

① 状況と表情の関係や、言葉のかけ方について考える場の設定 

同じ状況でも違う表情のイラストを見せることで、相手の気持ちを理解するためには、相手

の表情と状況を読み取り、相手の気持ちを想像することが大切だと確認した。また、相手が困

っている状況での言葉のかけ方について、学級担任と養護教諭による複数のデモンストレーシ

ョンを見せた。それらを比較することで、相手の気持ちを大切にした言葉や表情を考えて伝え

ることが重要だと気付かせることができた。 

② 生徒が関わり合う場の設定 

実際の学校生活で起こりうる場面として「授業が分からず

困っている友達」や「友達とけんかをして泣いている友達」

に対する言葉のかけ方について考える場を設定した。その上

で、3人グループで言葉をかける役、相手役、観察する役を

分担してロールプレイを行った。やりとりを通して表情や使

う言葉を考えて関わるよさを実感し、相互評価によって自分

のよさにも気付くことができた。授業後にはチャレンジ期間

を設け、実生活での実践にもつなげた。 

⑵ 自分の感情をコントロールするための「アンガーマネジメント」 

① 自分を見つめる「怒りの温度計」 

自分が怒りを感じる場面や状況について、怒りの

度合いを言語化し、ワークシ－トに記入した。それ

に対し、６秒カウントダウンや10秒呼吸法、タイム

アウト等の対処法を紹介することで、生徒は自分の

怒りの段階に応じた方法を選ぶことができた。 

② 対話的な学びによる自己理解・相互理解 

グループ内の生徒同士で「怒りの温度計」を見せ

合うことで、生徒は互いの怒りの感じ方の違いに気

付くことができた。学級全体には、怒りは自分を守るための感情であり相手にぶつけないよう

コントロールする必要性があることを伝え、自分の生活を振り返ることができるようにした。 

３ 終わりに 

よりよい人間関係を形成するために、状況に応じたコミュニケーションや感情のコントロール

について、自己を見つめ、ロールプレイや話合い等の関わり合う場を設定することで、相互理解

や自己理解を深め、生徒の自己肯定感を高めることができた。また、学級担任と養護教諭等が連

携することで、学校生活での指導や声かけ、専門的な立場からの効果的な指導を推進することが

できた。今後も、学校全体で取り組む体制をつくり、家庭とも連携して取り組んでいきたい。 

相互理解を深め、自己肯定感を高めるための支援の工夫 

～学級活動の実践を通して～ 

怒りの言葉 対処法 
怒りを感じる

場面 

【「怒りの温度計」のワークシート】 

【言葉をかけて関わり合う様子】 
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 共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育システムの理念に基づき、障害のある子供と

障害のない子供が地域の学校で共に学び合えるようになるための環境の整備を目指してい

ます。本県の取組を紹介します。 

 

１ 第２回インクルーシブ教育推進フォーラム 
 11月 27日(水)に、「共に学び、共に育つ学級、学校、地域をめざして 

自分ができること」をテーマに、第２回インクルーシブ教育推進フォー 

ラムを開催しました。社員の約７０％が知的障害者で、製造ラインのほ 

ぼ１００％を知的障害者のみで稼働できるように様々な工夫を凝らして 

いる日本理化学工業株式会社 代表取締役社長の大山隆久氏をお招きし、 

講演、意見交換及び全体交流を行いました。 

講演では、「働く幸せ実現のために～社員から教わったこと～」と題 

し、会社での実際の取組や社員の方の様子、大山氏が大切にしている経 

営理念や今後の目標を教えていただきました。 

講演後には、参加した約１６０名（特別支援教育コーディネーター、 

 教職員、保護者、医療・福祉・企業関係者、学生等）が意見交換しまし 

た。参加者の感想を紹介します。また、フォーラムの様子や参加者の感 

想は、右記の県教育委員会ホームページからも見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧｓインクルーシブ教育システム推進事業 

実際に障害者雇用を行っ

ている企業の話を聴く機会

がないので具体的な話が聴

くことができて良かった。

また人としての大切なこと

を教わった。（福祉関係者） 

インクルーシブ教育推進

というテーマで、教育現場

からの視点、福祉・医療関

係など様々な方々が集ま

り、相互理解をしていく場

としてとても大切な時間を

いただけたと思います。        

（企業関係者） 

 

 
「誰にとっても分かりや

すい説明は皆にとって分か

りやすい」自分も心がけた

いし、学校の先生にも真の

意味を理解してほしい。安

心して過ごせる場所があっ

てこそ、新しいチャレンジ

ができ、失敗しても大丈夫

だと思える。そんな学校を

目指していってほしい。       

（保護者） 

 

「できることに目を向け

る」「相手が理解できないの

は教える方がいけない」「教

えることをあきらめるな」

「いらない鎧を下ろさせて

くれる人たち」等、心に刺

さるワードをたくさん聴け

ました。大山社長の社員へ

のリスペクトが感じられ、

心が洗われるようでした。

私も、どの人も受け入れよ

うという気持ちになりまし

た。      （教職員） 

 

特別支援学校で大切にし

てきた「できないことをそ

の子のせいにしない」「必

要なことは子供が教えてく

れる」ということを思い出

しました。教育の場では、

「人に大切にされることと

認められること」、「学級の

中で、子供全員が認められ

ること」「大人への信頼感

が育つこと」の大切だと再

確認しました。 

（教育関係者） 

富山県／インクルーシブ教育シス

テムの推進 (pref.toyama.jp) 

【参加者の質問や意見に 

コメントする大山氏】 

 

https://www.pref.toyama.jp/300204/tokubetsushien/inclucive.html
https://www.pref.toyama.jp/300204/tokubetsushien/inclucive.html
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２ 特別支援教育コーディネーターリーダー研修会 
  今年度より、特別支援教育コーディネーターとしての資質向上を図り、将来的に地域の中核と

なって特別支援教育を牽引できる人材を育成することを目指し、特別支援教育コーディネーター

リーダー研修会を開催しています。今年度は、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支

援学校の特別支援教育コーディネーターや教頭、教務主任等、約９０名が参加しました。 

今年度の参加者の特別支援教育コーディネーターの実践事例を紹介します。 

 

特別支援教育についての研修会や実践の共有（小学校） 

年度当初の４月は「子供の特性把握と年度当初の学級づくり」、学級の実態が分かり、学期の 

振り返りを行う７月は「授業のユニバーサルデザイン」、年度後期を迎える１０月は「ＳＳＴを 

取り入れた学級づくり」と、その時期に担任や子供のニーズを予測して校内研修を行った。また、

コーディネーターが研修で学んだ特別支援教育の情報を終礼やクラウドで全教職員が共有でき 

るようにした。クラウドを利用したことで、それぞれの職員が必要な時にタイムリーに特別支 

援教育を踏まえた子供の捉え方、学習環境づくりを見返すことができた。そして、朝の活動時 

間や空き時間等で見付けた担任の工夫を写真に撮り、説明をつけてクラウドに載せ、全職員が 

閲覧できるようにした。学校にあるもので行っている工夫のため、取り入れてもらいやすかった。 

「学習障害の生徒のための教材・教具の紹介と提供」（中学校） 

通常の学級の中にも多く存在する学習障害の生徒のための教材・教具を、通級担当の教員か 

 ら通常の学級の担任に紹介してもらった。研修会を設定するのが時間的に難しいので、職員会 

 議の後の時間を利用して、特別支援教育の理解を深める書籍の紹介や研修会で学んだことを伝 

 えてもらっている。また、「中１プロブレム」の支援の一つとして、学習に困難を感じると思わ 

れる生徒に対応するため、認知訓練ができるプリントを活用している。 

「全教職員での情報共有と校内や外部機関との連携」（高等学校） 

・年度当初に校内研修会を開催し、特別な支援を必要とする生徒の現状や課題について、全教 

職員で情報共有を行った。 

 ・養護教諭、進路指導部、通級担当者、外部機関と連携し、特別な支援が必要な生徒の進路に 

ついて協議し、それぞれの専門性を生かした支援方法の検討と調整を行った。 

 ・センター校である特別支援学校から特別支援教育コーディネーターを招聘し、「個別の教育支 

援計画」の作成について研修会を行い、教職員の理解を深めた。 

「地域支援、市町村の研修会参加」（特別支援学校） 

・要請のあった小中学校を訪問し、児童生徒の支援を一緒に考えたり、特別支援教育の視点か 

ら支援方法を提案したりした。訪問相談後に電話や研修会等の機会を使ってその後の様子を 

聞き取った。 

・啓発活動として年度初めに教育委員会に挨拶にまわったり、小・中教研の研修会の際に、教 

 育相談リーフレットを各小中学校に配布して訪問相談の案内をしたりした。 

 ・各市で開催された特別支援教育コーディネーター研修会（連絡会）では、小中学校の参考に 

  なるように、特別支援学校での支援の仕方や、個別の教育支援計画の作成の仕方等を紹介した。 
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３ インクルーシブ教育推進員より 
 共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育システムの理念に基づき、障害のある子供と障害

のない子供が地域の学校で共に学び合えるようになるための環境の整備を支援しています。訪問

した学校では、それぞれのよさを生かしながら、インクルーシブ教育システム構築のための体制

整備が行われています。 

（１）授業改善やユニバーサルデザインに関する研修について 

「教育のユニバーサルデザイン」についてご存知の先生方も多いとか思います。教育のユニバ

ーサルデザインには、三つの柱が必要であると言われています。「授業」「教室環境」、そして、「人

的環境」です。               

  「人的環境」とは、子供同士が支え合う、学び合う関係性や雰囲気ができていることです。学級  

づくりが基盤になると考えられますが、授業改善につながる大切な柱です。なぜなら、授業は子供 

や授業者の言語活動を中心とした関わり合いによって成り立っているからです。 

温かい学級づくりは、一朝一夕にできるものではありません。しかし、授業者である私たちが、 

学級全体や一人一人の子供にどのような「言葉」や「態度」で関わるかという人的環境の視点を 

持ちながら授業を振り返ることは、明日からすぐにできるかもしれません。 

  そこで、先生方へ「ほめ言葉『さしすせそ』」の提案です。 

子供たちとより温かい人間関係を築き、より多くの子供た  

ちを包み込む学びの場をつくっていく手立てです。子供が  

「先生は自分を見守ってくれている」と思える安心感を大 

切にしたいものですね。 

 

(２)学校訪問から見えてきた校内の体制整備について 

どの学校においても、管理職の先生方のリーダーシップのもと、校内支援体制の充実が図られ

ています。以下の視点で、今年度の各学校の取組を振り返ってみましょう。 

① 校内委員会の設置と活動 

年間計画のもと、児童生徒の実態をアセスメントし、必要な支援や合理的配慮の検討、Ｓ

ＣやＳＳＷとの連携を大切にした教育相談やケース会議を実施している学校があります。 

② 特別支援教育コーディネーターの役割と活動 

役割や活動が校内の教職員や保護者に周知され、校内だけでなく関係機関や地域との連 

携が意識されるようになってきています。 

③ 個別の教育支援計画・個別の指導計画 

ケース会議や日常的な情報交換の場面で活用されるようになってきています。個別の教育 

支援計画に合理的配慮の内容を明記しておくことが重要です。 

④ 教職員等の共通理解 

     児童生徒の支援について、教職員とスタディ・メイトの話合いの場が設定されていたり、 

通常の学級の担任と特別支援教育コーディネーターが日常的な情報交換を大切にしたりし

ている学校があります。 

⑤ 保護者との連携 

    学びの場の見直しの機会だけでなく、日常的に保護者の教育的ニーズを把握し、子供と

の関わり方のコツや必要な支援について情報交換を行う学校が増えてきています。 

〇引用・参考：『授業のユニバーサルデザイン』 
一般社団法人日本授業ＵＤ学会著、東洋館出版社 
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障害の種類によらない通級指導教室の設置について（令和７年度～） 
 

通級による指導は、通常の学級に在籍する児童生徒のうち、障害の特性に応じた支援が必要な児童生

徒が、各教科等の大部分の授業を通常の学級で受けながら、一部の授業について、障害に応じた特別な

指導（自立活動）を「通級指導教室」で受ける指導形態です。対象は、言語障害、自閉症、情緒障害、

弱視、難聴、学習障害、注意欠陥多動性障害、肢体不自由、病弱及び身体虚弱の９障害です。小学校、

中学校及び義務教育学校では、今年度（令和６年５月１日現在）は、３，５６７名の児童生徒が通級に

よる指導を受けています。なお、高等学校の通級指導教室は、平成３０年度より雄峰高校、志貴野高校、

新川みどり野高校、となみ野高校の４校に設置されています。 

富山県の小学校、中学校及び義務教育学校では、これまで「言語障害通級指導教室」、「情緒障害通級

指導教室」、「学習障害通級指導教室」を設置してきました。 

しかし、通級による指導については、「障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援につ

いて（通知）」（平成２５年、文部科学省）の通級による指導の留意事項の一つとして次のように記載さ

れています。 

このことにより、当該障害の種類とは異なる障害の 

種類に該当する指導が本県でも行われてきました。こ         

れは、例えば言語障害通級指導教室で、学習障害の児 

童生徒が指導を受けるといったことです。           

この状況を踏まえて、一人一人の教育的ニーズに応       

じた教育を提供する特別支援教育をさらに推進するた

め、令和７年度より障害の種類による通級指導教室の

区分を行わないこととしました。 

なお、これまで使用し、児童生徒、保護者、教員及び地域に馴染みのある「ことばの教室」等の名称

の変更を求めるものではなく、本人や保護者の希望等により他校に通っての通級による指導を受けるこ

とも可能です。また、弱視及び難聴の児童生徒については、これまでと同様に、特別支援学校（富山視

覚総合支援学校、富山聴覚総合支援学校、高岡聴覚総合支援学校）において通級による指導を行います。 

 

マルチメディアデイジー教科書について 

 マルチメディアデイジー教科書は、通常の教科書では読むことが困難

な児童生徒に対して、（公財）日本障害者リハビリテーション協会が提

供している、デジタル化された教科書です。 

 通常の教科書と同様の文字、画像を使用し、文字に音声をシンクロ（同

期）させて読むことができます。また、音声を聞きながらハイライトさ

れた文字を読み、同じ画面上で絵をみることもできます。再生ソフトの

機能により、文字の大きさや色、背景色、再生速度等、個々のニーズに 

合った読み方が可能です。そのため、児童生徒の読むことの不安が軽減 

し、他人に頼らず、自立して学習に取り組むことができます。 

 日本障害者リハビリテーション協会に申請することで、使用すること 

ができます。               

 参考：https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html 

令和６年度まで 令和７年度から 

言語障害通級指導教室  

通級指導教室 情緒障害通級指導教室 

学習障害通級指導教室 

通級による指導を担当する教員は、基本的には、この通知に示されたうちの一の障害の種類に該当する

児童生徒を指導することとなるが、当該教員が有する専門性や指導方法の類似性等に応じて、当該障害の

種類とは異なる障害の種類に該当する児童生徒を指導することができること。 

【ハイライトで強調された文章と挿絵】 

【通級指導教室の区分】 

https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html


みんなで手話を知ろう 手話を学ぼう 
手話は、ろう者がその意思や感情等を手や指の動き、表情等により視

覚的に表現する言語です。手話が聴覚障害のある人とない人をつなぐ架

け橋となるように、学校においても手話及び手話言語条例の普及を進め

ています。 

先輩から学ぼう ー手話から学ぶコミュニケーションと生き方ー  富山市の小学校 

総合的な学習の時間に、「先輩から学ぼう」というテーマで学習をしています。この学習における「先

輩」とは、本校の卒業生に限らず、地域の方や本校の教職員等、様々な分野で貢献や活躍しておられる

「人生の先輩」を指しています。今回、手話の講師の方をお招きし、「手話講座」を実施しました。 

今回の講座で、特に心に残ったことは、手話を使ったコミュニケ

ーションのすばらしさです。児童は、手話による身振り手振りから

だけでなく、表情やしぐさから思いが伝わってくることを感じてい

ました。相手を理解しようとする思い、相手に伝えようという思い

が互いにあることで、心と心がつながり分かり合えることを手話の

講座から体感しました。 

学習後、児童は「手話を一生懸命に学ばれたことがすごい」「障害

があるかないかにかかわらず、人々が互いに相手を理解することが

大切だと分かった」「障害があっても、それを乗り越えて生きていく

強さがすごいと思う」と、生き方について学んだことを語っていました。 

 今後いろいろな方々と出会い、その方の思いを知ることで、児童が「自分もこの人のようになりたい」

「人の役に立ちたい」など、将来への夢や希望をもち、未来の自分像を描くことを願っています。 

 

 

 特別支援教育 研修動画コンテンツ配信中  
先生方の特別支援教育に関する指導力の向上と指導の充実を図るために、富山県総合教育センター

YouTubeチャンネル（https://www.youtube.com/@toyama-edu）にて研修動画コンテンツを配信しています。

YouTubeチャンネルへは富山県総合教育センターウェブページ（https://www.center.tym.ed.jp/）からも、

アクセスできます。 

昨年度までの 16の研修動画コンテンツに加えて、今年度は新たに以下の 10本程度の研修動画コンテ

ンツを順次アップロードしていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     時間のあるときに、どなたでも、視聴することができます。 

     １コンテンツ 10～20分なので、気軽に見ていただくことができます。 

     特別な支援を必要とする子供たちへの指導・支援に役立つ内容の動画が多数あり、 

学校内での研修等で活用できます。 

 

① 弱視の子供の見え方や配慮について 

② 難聴の子供のきこえ方や配慮について 

③ 肢体不自由の子供の学校における支援 

について 

④ 視感覚・視機能・視覚認知と学習について 

⑤ 発音が不明瞭な子供の簡易的な見立て 

について 

⑥ 発達障害を理解するためのポイントについて

～行動障害が生じている場合に～ 

⑦ 愛着障害について 

⑧ 教育のユニバーサルデザインについて 

⑨ 特別支援教育の教育課程について 

⑩ 障害のある児童生徒等の就学について 

（小・中学校） 

 

【講師の方から手話を学ぶ児童たち】 

 

手話使用者及び手話通訳者の

講師の派遣を行っています。

市町村教育委員会へお問い合

わせください。 

各動画の内容説明の欄に「研修用動画振り返りシート」（フォーム）の URLを掲載しています。 

内容に関する質問に答えることで、理解度を短時間でチェックできます。 

＜ 新たなコンテンツのタイトル（仮） ＞ 

 

https://www.youtube.com/@toyama-edu
https://www.center.tym.ed.jp/

